
 
 

平成２９年３月１０日 

道 路 局 国 道 ･防 災 課 

国土技術政策総合研究所 
 

 

道路政策の課題をブレイクスルーする研究を新規に９件採択 

～「道路政策の質の向上に資する技術研究開発」募集の審査結果について～ 

 
 

平成２９年３月７日に開催しました第３１回新道路技術会議において審査を行っ

た結果、別紙のとおり９件が採択されましたのでお知らせいたします。 

 

国土交通省道路局では、「学」の知恵、「産」の技術を幅広い範囲で融合し、道路政

策の質を一層向上させるため、平成１６年１０月より新道路技術会議（委員長：前川

宏一 東京大学大学院教授）を設置しております。 

 

平成２８年１１月１１日から１２月２２日のまでの期間、平成２９年度から取り組

む技術研究開発の募集を実施したところ、５１件の応募がありました。 

 

会議内容の詳細等は、国土交通省道路局「道路政策の技術研究開発」のウェブサイト

に掲載しております。 

（新道路技術会議 URL: http://www.mlit.go.jp/road/tech/） 

 

 
※新道路技術会議では、道路政策の質の向上に資する技術研究開発を公募し、平成１７年度から平成２９年度まで計

７２件を採択し、平成２９年度は２３件の技術研究開発が、国土技術政策総合研究所の支援をもとに実施されます。 

 
  

＜問い合わせ先＞ 

（新道路技術会議について） 

道路局 国道・防災課    課長補佐 濱谷 健太  舗装係長 藤木 厚志 

代表 03-5253-8111（内線 37862、37855） 

FAX 03-5253-1620 

 （採択課題について） 

国土技術政策総合研究所  道路研究官 桐山 孝晴 

              直通 029-864-2219  FAX 029-864-0178 

              道路構造物管理システム研究官 福島 眞司 

              直通 029-864-7604  FAX 029-864-2690 
 

資料配布の場所 
１．国土交通記者会 
２．国土交通省建設専門紙記者会 
３．国土交通省交通運輸記者会 
４．筑波研究学園都市記者会 
平成２９年３月１０日同時配布 



 
 
 

 

「新道路技術会議」による審査の結果、採択された研究（研究テーマ名と応募時の提

案概要等）は以下のとおり。 

 

【特定課題：自動運転社会の実現に必要な道路インフラについて】 

研究テーマ名と提案概要 研究代表者名 

研究 

テーマ名 

自動運転と道の駅を活用した生産空間を支える新たな道路交通施

策に関する研究開発 

有村 幹治 

（室蘭工業大学） 
提案概要 

北海道の農林水産業・観光業を担う「生産空間」では、人口減少

によって公共交通や物流の維持が著しく困難化している。本研究

は、「生産空間」に住み続けられる道路交通環境を目指し、自動運

転や道の駅の活用の実装を含む道路交通施策のあり方について研

究開発を行うことで、同様の問題に苦しむ全国他地域への貢献を

目指す。 

 

【特定課題：自動運転社会の実現に必要な道路インフラについて】 

研究テーマ名と提案概要 研究代表者名 

研究 

テーマ名 

対流型地域圏における自動走行システム普及に向けた新たな道路

ストック評価手法 

原田 昇 

（東京大学） 
提案概要 

中山間地域の人流・物流ネットワークへの自動走行システムの導

入・普及を目指し，道の駅を拠点とする自動運転サービスの実用

化を目指した実証実験を通じて，自動運転に対応した道路インフ

ラと地域の小さな拠点となり得る道の駅が有すべき機能を明確化

し，自動走行対応型道路ネットワーク整備計画の立案と，ストッ

ク評価のためのデータプラットフォーム及び自動走行対応型道路

の路線計画評価モデルの開発を行う。 

 

【特定課題：生産性向上を図り、ライフサイクルコストの縮減に資する道路構造物の補修・補強に関す

る技術開発】 

研究テーマ名と提案概要 研究代表者名 

研究 

テーマ名 

生産性向上とライフサイクルコストの削減に資する膨張材併用軽

量床版の研究開発 

岸 利治 

（東京大学） 
提案概要 

要求性能に応じて膨張材添加量を 3 段階に設定できる膨張材併用

軽量コンクリート床版の開発を行うとともに、単位水量の少ない

土木用の配合で軽量コンクリートをポンプ圧送により確実に施工

する技術を構築する。 

 

別  紙  



 

 

 

【特定課題：生産性向上を図り、ライフサイクルコストの縮減に資する道路構造物の補修・補強に関す

る技術開発】 

研究テーマ名と提案概要 研究代表者名 

研究 

テーマ名 
耐候性鋼橋梁の診断・補修技術の高度化についての研究開発 

麻生 稔彦 

（山口大学） 
提案概要 

本研究開発では、耐候性鋼橋梁の効率的かつ合理的な維持管理を

可能とするために、耐候性鋼材の腐食の診断技術および補修技術

の体系的高度化を目的とし、診断補修マニュアルの構築を目指す。

これにより、耐候性鋼橋梁の維持管理費の縮減が可能となる。 

 

【政策領域１：新たな行政システムの創造】 

研究テーマ名と提案概要 研究代表者名 

研究 

テーマ名 

質の高い交通時代のモビリティの価値の計測手法開発に関する研

究 

藤原 章正 

（広島大学） 
提案概要 

異なる時間価値や時間制約を持つ移動主体が共生する超高齢社会

において、交通の時間価値の計測方法を再構築する。この手法を

３つの事例研究へ適用し、質の高い交通時代の道路事業の包括的

評価手法の有用性についてフィールド実験を通じて検証する。 

 

【政策領域３：新たな情報サービスと利用者満足度向上】 

研究テーマ名と提案概要 研究代表者名 

研究 

テーマ名 
観光流動把握を目的とした交通流動推定システムの研究開発※ 

宇野 伸宏 

（京都大学） 
提案概要 

観光流動の把握を主たる目的とし，ETC2.0，携帯電話系データ，

経路探索履歴データなど様々なビッグデータを利活用し，観光ト

リップを主とした都市内の移動に関して，そのトリップパターン

およびトリップチェイン流動を推定するシステムを開発する 

※ＦＳ（実行可能性調査）研究として採択。 

 

【政策領域４：コスト構造改革】 

研究テーマ名と提案概要 研究代表者名 

研究 

テーマ名 
部分係数設計に向けた塑性化を考慮した鋼桁設計法の研究開発 

宮下 剛 

（長岡技術科学大学）
提案概要 

本研究は、断面の一部塑性化を許容した鋼桁の耐荷力特性を実験

および解析により把握することを目的としている。さらに各国の

鋼橋の設計基準を分析し、現在の道路橋示方書では具体的に記述

されていない、部材の一部塑性化を考慮した鋼桁の設計法の開発

を行う。 

 



 

 

 

【政策領域６：交通事故対策】 

研究テーマ名と提案概要 研究代表者名 

研究 

テーマ名 
交通事故リスクマネジメント手法の研究開発※ 

吉井 稔雄 

（愛媛大学） 
提案概要 

ネットワーク有効活用による安全性向上を目的とし，道路通行時

における事故の起こしやすさ（以下「交通事故リスク」）を定量的

に評価算定する方法を確立した後，同交通事故リスク情報を活用

する交通マネジメント手法を提案・実施して，その有効性を示す． 

※ＦＳ（実行可能性調査）研究として採択。 

 

【政策領域８：道路資産の保全】 

研究テーマ名と提案概要 研究代表者名 

研究 

テーマ名 

リモートセンシング技術を活用した道路土構造物の維持管理の効

率化に関する研究開発※ 

古関 潤一 

（東京大学） 
提案概要 

リモートセンシング技術（合成開口レーダー[SAR]）を活用し、広

域の道路土構造物の変状（軟弱地盤・スレーキング材料による長

期沈下、アンカーのり面・深礎杭の変状、管理外の土石流・地す

べりなど）について、過去に遡ってデータベースを作成すること

により、劣化しつつある道路土構造物の性能・対策優先度を評価

し、道路施設の点検・維持作業の効率化を図る 

※ＦＳ（実行可能性調査）研究として採択。 

 

政策領域３，６，８（※を付しているもの）については、ＦＳ（実行可能性調査）研究として採択。 

 

なお、採択された各研究課題については、新道路技術会議での審査時の審議内容に基づき、研究内

容の調整等を行った上で、平成２９年度の技術研究開発を進めていただくこととなります（応募及び

審査結果の概要については、参考を参照）。 

 

以 上 



タイプⅠ タイプⅡ タイプⅢ タイプⅣ FS

政策実現型
技術ブレイク
スルー型

新政策領域
創造型

特定課題
対応型

実行可能性
調査

応募
（件）

応募
（件）

応募
（件）

応募
（件）

応募
（件）

応募
（件）

採択
（件）

領域１ 新たな行政システムの創造 2 1 3 1

領域２ 道路ネットワークの形成と有効活用 3 1 4

領域３ 新たな情報サービスと利用者満足度向上 1 1 1※

領域４ コスト構造改革 1 2 3 1

領域５ 美しい景観と快適で質の高い道空間の創出 1 1 2

領域６ 交通事故対策 2 2 1 1 6 1※

領域７ 防災・災害復旧対策 4 4

領域８ 道路資産の保全 3 10 1 14 1※

領域９ 沿道環境、生活環境 1 1

領域１０ 自然環境、地球環境 1 1

－
特定課題
(自動運転） 3 3 2

－
特定課題
(道路構造物LCC縮減） 9 9 2

14 22 2 12 1 51 9

※領域３，６，８（各１件）は実行可能性調査（FS）採択とした。

道路政策の質の向上に資する技術研究開発の応募及び審査結果の概要

合計

合計（件）

参 考
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